
 

 

 
 

平成 30年 9月 28日 

本部組織の一部改定について 

（「サステナビリティ推進室」の新設） 

当行は、下記のとおり本部組織を一部改定しますので、お知らせいたします。 

記 

１．主旨 

九州フィナンシャルグループでは、グループ経営理念のもと、当行・鹿児島銀行を中心に持続的な

地域の経済発展および社会づくりに資する取り組みを行っております。 

今般、その取り組みをさらに強化するにあたり、九州フィナンシャルグループにおける「サステナ

ビリティ統括室」の新設に合わせ、当行経営企画部内に「サステナビリティ推進室」を新設します。 

２．目的 

当行および社会の持続可能性向上に向け、「企業の社会的責任（CSR）」、「持続可能な開発目標（SDGs
※注 1）」、「環境・社会・ガバナンス（ESG※注 2）」等に係る当行活動の企画、立案、推進管理などの強化

を図ります。 

３．主な業務内容 

（１）持続可能性向上に向けた当行活動の基本方針等の立案、策定ならびに企画、推進管理 

（２）経営品質向上に係る企画、立案、推進および管理 

４．実施日 

平成 30年 10月 1日（月） 

以上 

 

※同日付で、九州フィナンシャルグループ内に「サステナビリティ統括室」が新設されます。 

 （同グループ会社の鹿児島銀行においては、平成 30年 7月 9日付で自然部内に「ＥＳＧ統括室」を新設しております） 

※同日付で市場金融部内に「純投資室」を新設します（同時リリース）。改定前および 10月 1日付の組織図は、別紙をご参

照ください。 

注 1）SDGｓ：「Sustainable Development Goals（持続可能

な開発目標）」の略称。2015年 9月の国連サミットで

採択された具体的行動指針。国連加盟 193か国が 2016

年～2030年の 15年間で達成するために掲げた 17のグローバル目標と、それらを達成するため

の具体的な 169のターゲットで構成されている。 

注 2）E S G：環境（Environment）、社会（Social）、ガバナンス（Governance）の頭文字を取ったもの。

企業の長期的な成長のためには、ＥＳＧが示す 3つの観点が必要だという考え方が世界的に広ま

っており、投資の意思決定において、従来の財務情報だけを重視するのではなく、ＥＳＧの観点

から判断する「ＥＳＧ投資」が機関投資家の間で広がっている。 

 

《本件に関するお問い合わせ》 

肥後銀行 経営企画部 

担当：高田 

電話 096-326-8603 



 

 

別 紙 

【改定前】 

 



 

  

【改定後：平成 30年 10月 1日】 

 

以上 


